
食

糧

証

券

七
戸一一~ーー---，..一一___，...__一一
り農却市償引却市超閑売農
賀林組中 超中鎖却林
入中銀 銀機超中
超失行 行関央
金等 等へ金
庫へ へ売陣
よ売逝受 売却へ

入
、
一一一
O
O

九、

0
=二

(一}

て
九
二
七

視
興
金
融
債
券

判
二
一

、
七
六
一

八
四
五

一一一一
、
ムハ
ニムハ
八
七
七
八

其代

f盟

庖

勘

他金債他定

同

八

一

例

ese
--z
七
三
八

其其

(負
他

預

、、
一 五
ーι.ノ、 -
回 大

(+) (十}

間
然
し
乍
ら
右
の
対
政
府
関
係
に
含
主
れ
て
い
る
預
金
部
の
収
支
中
、
郵
便
貯
金
、
地
方
公

共
団
体
貸
付
金
等
員
間
関
係
と
見
な
さ
れ
る
も
の
L
収
支
を
見
る
と
、
郵
便
貯
金
の
増
加
一ヱ

十
徽
円
、
復
興
企
融
債
券
の
償
還
五
十
凶
億
円
等
が
あ
っ
た
為
め
五
十
八
億
八
千
4
百
万
円

の
収
入
超
過
を
示
し
て
い
る
か
ら
、

之
を
民
間
関
係
よ
り
差
引
き
政
府
関
係
に
加
え
る
。
次

に
日
本
銀
行
は
農
林
中
央
金
庫
に
対
し
、
月
中
百
四
十
二
億
九
千
七
百
万
円
の
資
金
供
給
(内

政
府
指
定
預
金
百
五
十
億
円
)
を
行
っ
た
が
、
右
の
内
百
十
八
億
三
千
九
百
万
円
は
食
粧
及

び
薪
炭
賀
入
の
為
め
政
府
に
代
わ
り
立
話
払
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
を
以
て
、
此
の
額

を
民
間
関
係
よ
り
政
府
関
係
に
移
す
。
更
に
本
月
発
行
の
復
興
五
分
利
国
庫
証
券
十
ご
億
円

中
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
金
、
政
府
指
定
淵
金
の
受
入
、
同
行
に
対
す
る
岡
俄
そ
の
他
証
券

の
兜
却
等
、
同
行
よ
り
供
給
さ
れ
た
資
金
を
以
て
消
化
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
λ
億
二
千
四

百
万
円
は
政
府
に
対
す
る
信
用
供
与
と
見
な
し
、
民
間
関
係
よ
り
政
府
関
係
に
移
す
。
か
く

て
対
政
府
関
係
に
基
〈
収
縮
額
は
二
百
七
十
三
億
六
千
三
百
万
円
と
な
る
に
反
し
、
対
民
間

関
係
に
於
て
は
百
七
十
四
億
六
千
一
一百
万
円
の
膨
脹
を
示
し
た
こ
と
L
な
る
。
尚
資
産
勘
定

に
於
て
其
他
勘
定
が
三
百
七
十

一
億
円
の
激
端
を
示
す
に
至
っ
た
の
は
主
と
し
て
政
府
指
定

預
金
に
よ
り
三
百
十
六
億
円
に
上
る
預
け
金
勘
定
が
生
じ
た
為
め
で
あ
り
、
之
に
よ
り
貸
出

金
は
四
十
五
億
円
の
減
少
を
見
た
。
(
舟
崎
)

日
本
銀
行
券
噌
減
原
因
分
析

附
和
二
十
同
年
四
月
l
六
月

昭
和
二
十
四
年
四
月
|
|

六
月

日
本
銀
行
勘
定
に
よ
る
日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

中

四
月
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
勘
定
の
噌
械
を
見
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
単
位

負

債

日

本

銀

行

券

州

政

府

預

金

付

其

他

預

金

川

其

他

H

資

産

政

府

貸

上

金

制

一

五

、

0
0
0

貸

出

金

制

六
、
八
六
八

国

債

其

他

証

券

付

一
O
二
ニ
入
二

『政
府
関
係
付
四
、
九
一

一一
一

内
訳

戸民
間
関
係
付
玉
、
四
六

O

代

理

由

勘

定

例

λ
二

其

他

付

一

O
、
=
三
八

計

肘

て
二
四
O

計

制

て
二
四

O

倒
木
年
一
月
以
降
毎
月
収
縮
を
示
し
て
い
た

H
本
銀
行
券
は
本
月
に
入
り
漸
〈
ご
、
三
八
五

百
万
円
を
増
加
し
た
が
、
右
に
よ
れ
ば
政
府
と
の
取
引
に
於
て
は
二

一
、
八
九
三
百
万
円
の

膨
張
を
み
た
の
に
反
し
、
民
間
と
の
取
引
に
於
て
は
九
、
五

O
λ
百
万
円
の
収
縮
を
示
し
た

こ
と
と
な
る
。

。
対
政
府
関
係

同

(
算
定
の
基
礎
〉

(

資

産

)

政

府

貸

上

金

国

債

其

他

証

券

(11 -

四

月

一
二
、
八
九
三

(ー.)(+) 

食

:j壷

証

グrk.-. 

其

金位他

(一) (一)

政

(負
府

預

}
五、

0
0
0

百
万
円
)

三
、
コ
一八
五

二
、九

一
五

二
二
三
九

て
三
六
九

(
単
位

百
万
円
)

四
、
九
ご
二

「引

受
八
九
、
七

O
O

{償

還

四
七
、
八一

一一一

戸預
金
部
へ
売
却
超
四
六
、
八
O
O

て
八
五
六

二
、
九
一
五

_.ーノ、



資

料

其

他

。
対
民
間
関
係

(
算
定
の
基
礎
)

(

資

産

)

貸

出

金

閣

僚

其

他

証

券

国

{貨

食

糧

証

券

復
興
金
融
債
券

Jt代
理

陪

助

{血定

其其

(負
他

預

他金 {貨
(一)

八

七 五
六七
七六

~一、r一一一一一〈一一一一-.. .r一一~一一「
市り位償知市売出超閉売復市の生利過復
I:I~買林超中却林鎖却興中先.命固に興
銀入中 銀超中機超金ょ民保体伴金
行央 行央閑融h 険償う融
へ金 議;金へ金ソ会券五般
売!事 へ陣売 Plf賀社受分券
剥l よ也、売へ ~J へ入へ入半償

(寸

て
七
五
六

(
単
位

八

百
万
円
)

八
一
九

二
四
九六

五
一
五

ムハ
、
六六

三
七

一六八九
O 五 一 八
八八九四

間

然

し
乍
ら
右
の
対
政
府
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
預
金
部
の
収
支
中
、
郵
便
貯
金
、
地
方
公

共
団
体
貸
付
金
等
民
間
関
係
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
収
支
は
一

七
六
百
万
円
の
支
払
超
過
合

示
し
て
い
る
か
ら
、
之
を
政
府
関
係
よ
り
差
引
き
民
間
関
係
に
加
え
る
。
次
に
政
府
は
市
中

保
有
復
興
金
融
債
券
の
償
還
資
金
と
し
て
復
興
金
融
金
昨
に
対
し
月
中
七
八

O
百
万
円
の
出

資
を
行
っ
た
が
、
之
は
産
業
資
金
で
あ
る
般
消
費
的
財
政
資
金
に
よ
る
迎
貨
の
明
滅
を
界
出

す
る
に
は
政
府
関
係
よ
り
控
除
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
う
。
更
に
市
中
所
有
企
脇
証
券
の
償

九
、
五
O
八

十(
 

六
、
λ
六
八

五
、
四
六

O

(一)(+) (一)(十)

二、
七一
一一
一

ト)(+) 

八
、
四
七
二

(十)(+) 

二、

二
一一九

二
八
七

二
六
回

還
中
、
そ
の
資
金
に
よ
っ
て
日
本
銀
行
か
ら
新
規
に
質
入
れ
、
結
局
実
質
的
に
借
替
え
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
も
の
一

一一一
、

一
八

一
百
万
円
は
対
政
府
関
係
の
膨
張
、
対
民
間
関
係
の
収
縮

額
よ
り
控
除
す
べ
き
で
あ
る
(
註
〉
。
か
〈
て
対
政
府
関
係
に
基
〈
収
縮
額
は
一
、

二
四
四
百

万
円
と
な
る
の
に
対
し
、
対
民
間
関
係
に
於
て
は
四
、

六
二
九
百
万
円
の
膨
張
を
示
し
た
こ

と
と
な
る
。

凶

右
の
如
き
資
金
の
流
出
入
を
主
要
勘
定
の
動
司
O
C

を
過
し
て
見
る
に
、
先
づ
対
政
府
関
係
に

於
て
は
政
府
貸
上
金
が
貿
易
特
別
会
計

一
O
、

0
0
0百
万
円
と
旧
貿
易
資
金
特
別
会
計

五
、

0
0
0百
万
円
に
よ
り

一
五
、

0
0
0百
万
円
の
増
加
企
示
し
た
。
従
っ
て
対
政
府
関

係
流
出
の
直
接
的
要
因
ほ
此
の
貿
易
資
金
に
あ
る
訳
で
あ
る
が
、
政
府
資
企
全
体
と
し
て
は

徴
税
の
一
段
落
と
木
年
度
予
算
成
立
に
よ
る
支
払
進
捗
が
あ
あ
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
次
に

対
民
間
関
係
に
於
て
は
貸
出
金
が
六
、
八
六
八
百
万
円
期
加
し
た
が
、
之
は
股
林
中
央
全
庫

よ
り
一

O
、
四

O
O百
万
円
の
政
府
指
定
預
金
が
引
揚
げ
ら
れ
た
為
め
、
問
金
怖
に
対
す
る

貸
出
が
七
、
四
一

一
一百
万
円
増
加
し
た
結
果
で
市
中
銀
行
関
係
で
は
却
っ
て
減
少
を
示
し
て

い
る
。
此
の
原
因
は
市
中
銀
行
の
預
金
が
大
幅
の
減
少
を
示
し
た
も
の
の
貸
出
噌
加
は
僅
か

七、

O
O八
百
万
円
に
過
ぎ
ず
、
且
つ
政
・
肘
指
定
預
金
も
四
、
九

O
O百
万
円
増
加
し
た
こ

と
に
占
め
る
。
尚
対
民
間
関
係
資
産
勘
定
其
他
が
月
中
八
、
四
七
=
百
万
円
減
少
し
て
い
る
の

は
政
府
指
定
預
金
の
引
揚
超
過
五
、
五

O
O百
万
円
(
預
入

一
八
、
五
O
O百
万
円
、
引
脇

二
四
、

0
0
0百
万
円
〉
と
本
文
届
勘
定
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
政
府
資
金

撒
布
超
過
額
を
超
え
る
も
の
が
食
糧
~刊
券
の
実
質
的
借
替
と
な
り
、
対
民
間
凶
係
官
迎
じ
て

日
木
銀
行
に
吸
収
せ
ら
れ
、
従
っ
て
金
融
市
場
の
実
勢
と
し
て
は
中
る
対
民
間
関
係
を
通
じ

て
流
出
し
た
日
本
銀
行
券
の
若
干
が
対
政
府
関
係
を
、
通
じ
て
吸
収
せ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。

ー一、
五

月

中

(1) 

五
月
中
・
に
於
け
る
日
水
銀
行
川
制
定
の
哨
減
を
児
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

ヘ4
1

・，L

f
n』
，

k
u

一

負

般

一

日

本

銀

行

券

付

一

政

府

預

金

付

九

九九
九九
九四

百
万
円
)

貸政

JH資
l士1貸

t 

産
金

制

一

O
、0
0
0

金

村

山

、

七

O
八



国

債

其

他

証

券

『
政
府
関
係

内
訳

〈戸民
間
関
係

代

理

屈

勘

定

其

他

骨ト

川

三

、
O
九
=

帥

λ
、
五
四
λ

付

玉

、
四
五
六

付
て
一
一
一
九
O

付
一
七
、
九
二
八

付

=o、
九
三
四

其其

計

(一)(→

一一一
、
五
六
九

六
、
=
一七
二

1他

預

他金

付
二

O
、
九
=
一
四

間

前

月

一
時
膨
強
を
示
し
た
日
本
銀
行
券
は
本
月
に
入
り
再
び
九
、
九
九
凶
百
万
円
を
収
縮

し
た
が
、
右
に
よ
れ
ば
政
府
と
の
取
引
に
於
て
は
こ
三
、
八
二
O
百
万
円
の
膨
張
を
み
た
の

に
反
し
、
民
間
と
の
取
引
に
於
て
は
=
=
=
、
八
一
四
百
万
円
の
大
幅
の
収
納
を
示
し
た
と
と

と
な
る
。

。
対
政
府
関
係

(
算
定
の
基
礎
)産〉

政

府

貸

上

金

国
債

其

他

証

券

資

「食

糧

証

券

戸薪

炭

証

券

其

他

政

〈
負
府

預

他金也

其
O
対
民
間
関
係

(
算
定
の
基
礎
)産
)

貸

出

金

国

債

其

他

証

券

資

(-，-) 

二
三
、
八
二
O

(吋

一O
、0
0
0

(+l 

λ
、
五
四
八

{吋

二 五

λ 六
λ 六
O 八
--̂---~ー{ー「
償引超預償号|
金
部
よ
り
貿
入選受

(+) ←) 

二
、
O

一O

{→ 

九
九
九

(一)

六
、
二
入

{ー)

(
単
位

三
三
、
八
一
四

(ー)

一
四
、
七
O
八

五
、四
五
六

←) 

日
本
銀
行
券
増
減
原
凶
分
析

昭
和
二
十
四
年
四
月
|
六
月 (

単
位

百
万
円
)

還受

一五、

0
0
0

一一

、
九
八
二

一一
、
六
五
O

阻
、
一
七
O

一
、
二
九
O

百
万
円
)

国

債

六五

O 六
五七
三五
，-....，一ーーー~ーーーー-..， 
償却市組問先復賀市売生入庶利還復
超中鎖剥l興入中戻命 民固に興
銀撤趨金銀保金庫伴金
行 閑融行険庫償う融
等へ金等会よ券五償
へ完 陣 よ社り受分券
売却へりへ買入半償

一
八
六

六
、
O
五

帥

六
、
二
七

二
八七。

て
五
五
五

食

糧

証

券

{→ 

三
、
七
三
四

復
興
金
融
債
券

(→ 

還〉

代

理

庖

勘

定

(ー)

て
三
九
O

其

他

一
五
、九

一
八

ト)

tl 

償

J;l; 

山
山，，・ι

預

、.4
六
九

(→ 

金

其

{由

八
九

(ー)

間
然
し
乍
ら
右
の
対
政
府
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
預
金
部
の
収
支
中
、
郵
便
貯
令
、
地
方
公

共
団
体
貸
付
金
等
、
民
間
関
係
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
収
支
は
地
方
公
共
団
体
貸
付
金
が

四
、
三
五
九
百
万
円
を
増
加
し
た
た
め
二
、
三
四
八
百
万
円
の
支
払
超
過
を
示
し
て
い
る
か

ら
之
を
政
府
関
係
よ
り
差
引
き
民
間
関
係
に
加
え
る
。
次
に
農
林
中
央
金
庫
の
食
糧
及
び
薪

炭
代
金
前
受
金
勘
定
の
月
中
増
加

一
一
、
九
凶
九
百
万
円
の
内
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
金
返

済
に
充
当
さ
れ
た
凶
、
五

一
三
百
万
円
は
同
金
時
立
替
金
の
返
済
と
み
な
し
、
政
府
関
係
よ

り
民
間
附
係
に
移
す
。
更
に
復
興
金
融
合
陣
に
対
す
る
出
資
金
九
四
七
百
万
円
、
船
川
相
公
闘

に
対
す
る
出
資
金
二
、
六
六

O
百
万
円
、
そ
の
他
出
資
金

一
八
二
百
万
円
、
合
計
三
、
七

九
O
百
万
円
は
産
業
資
金
と
み
な
し
、
之
も
政
府
関
係
よ
り
民
間
関
係
に
移
す
。

更
に
市
中

所
有
食
粧
証
券
の
償
還
中
H
本
銀
行
よ
り
食
糧
証
券
を
買
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
結
局
実
質
的

に
借
替
え
た
と
み
ら
れ
る
も
の
四
、
一

四
O
百
万
円
は
対
政
府
関
係
の
膨
張
、
対
民
間
関
係

の
収
縮
紙
よ
り
控
除
す
る
。
か
く
て
対
政
府
関
係
に
基
ぐ
流
出
額
は
九
、
O
三
九
百
万
円
と

な
る
の
に
対
し
、
対
民
間
関
係
に
於
て
は
一
九
、

O
二
三
百
万
円
の
収
縮
を
示
し
た
こ
と
と

六
五



資

な
る
。

料

ω
右
の
如
、
き
資
金
の
流
出
入
を
主
要
勘
定
の
動
き
を
過
し
て
見
る
に
、
先
づ
対
政
府
関
係
に

於
て
は
政
府
貸
上
金
が

一
O
、

0
0
0百
万
円
増
加
し
て
い
る
が
、
之
は
固
有
鉄
道
公
社
発

足
に
際
し
従
来
借
入
れ
て
い
た
悶
陣
余
裕
金
の
返
済
資
金
と
し
て
固
有
鉄
道
事
業
特
別
会
計

へ
貸
上
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
吏
に
国
債
其
他
証
券
に
於
て
も
食
糧
証
券
、
薪
炭
証
券
の

引
受
超
過
に
よ
り

λ
、
五
四
八
百
万
円
を
増
加
し
た
。
更
に
負
債
勘
定
其
他
が
国
庫
送
金
為

替
の
減
少
と
前
期
損
益
金
処
分
に
よ
る
二
、
一
回
三
百
万
円
の
国
昨
納
付
金
を
主
因
と
し
て

六
、
二
八
一
-一百
万
円
の
減
少
を
示
し
た
。
か
く
の
如
く
政
府
が
日
本
銀
行
よ
り
資
金
の
訓
速

を
行
っ
た
の
は
結
局
前
月
下
匂
成
立
の
木
年
度
予
算
に
基
〈
政
府
諸
支
払
が
漸
く
活
液
化
し

た
こ
と
を
一示
す
に
外
な
ら
な
い
。
次
に
対
民
間
関
係
に
於
て
貸
出
金
が
一
回
、
七

O
八
百
万

円
の
減
少
を
示
し
て
い
る
が
、
之
は
農
林
中
央
A
m
昨
が
四
、
五
一

一一
一
百
万
円
、
銀
行
が
九
、

七
二
八
百
万
円
夫
々
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。
又
国
債
其
他
証
券
は
食
糧
証
券
の
売
却
に
よ

り
五
、
四
主
六
百
万
円
を
減
少
し
た
(
復
興
金
融
債
券
の
償
還
六
、

O
五
三
百
万
円
は
同
額

の
五
分
半
利
国
庫
債
券
に
よ
る
代
物
弁
済
で
あ
る
為
め
国
債
の
増
加
に
よ
り
相
殺
さ
れ
て
い

る
)
。
更
に
資
産
勘
定
其
他
が
一
五
、
九
一
八
百
万
円
減
少
し
て
い
る
が
、
之
は
政
府
指
定

預
金
の
引
揚
一
問
、
九

O
O百
万
円
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
の
如
く
木
月
に
於
て
は
対

政
府
関
係
を
通
じ
て
流
出
し
た
舗
を
越
え
る
資
金
が
対
民
間
関
係
を
迎
じ
て
過
流
し
結
局

九
、
九
九
四
百
万
円
の
日
本
銀
行
券
の
収
縮
含
み
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
市
中
銀
行
の
預
金

場
加
が
三
六
、
六
二
六
百
万
円
(
向
業
者
預
金
合
除
く
〉
の
多
額
に
上
っ
た
に
も
拘
ら
ず
そ
の

貸
出
地
加
が

-
O、
六
二
六
百
万
円
に
止
ま
っ
た
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一一一
、
六

月

中

六
月
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
勘
定
の
噌
減
を
見
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
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中
玉
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O
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百
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円
の
収
縮
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示
し
て
い
る
が
、
右

に
よ
れ
ば
政
府
と
の
取
引
に
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主
二
、
七
}
二

百
万
円
、
民
間
と
の
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て
て
五
八
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夫
々
収
縮
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し
た
こ
と
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な
る
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負
預
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他

一一一一一一一一一一一一

ω
然
し
乍
ら
右
の
対
政
府
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
預
金
部
の
収
支
中
ぉ
郵
便
貯
金
、
地
方
公

共
凶
体
貸
付
金
都
民
間
関
係
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
収
支
は
郵
便
貯
金
の
増
加
を
主
因
と
し

て
三
、
九
O
三
百
万
円
の
収
入
超
過
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
之
を
民
間
関
係
よ
り
差
引
き
政

府
関
係
に
加
え
る
。
次
に
復
興
金
融
金
庫
に
対
す
る
出
資
六
七
三
百
万
円
、
国
民
金
融
公
庫

に
対
す
る
出
資
一
、
三

O
O百
万
円
、
油
糧
配
給
公
団
に
対
す
る
出
資
一
、
五

O
O百
万
円

合
計
三
、
四
七
三
百
万
円
は
民
間
関
係
に
加
え
る
。
更
に
市
中
所
有
食
糧
証
券
の
償
還
中
実

質
的
に
借
換
え
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
一
三
、
凶
九
阿
百
万
円
は
対
政
府
関
係
の
膨
張
、

対
民
間
関
係
の
収
納
額
よ
り
控
除
す
る
。
か
く
て
対
政
府
関
係
に
於
て
は
一
六
、
七
八
五
百

万
円
の
収
績
を
示
し
た
の
に
反
し
、
対
民
間
関
係
に
於
て
は
一
一
、
四
七
六
百
万
円
を
膨
強

し
た
と
左
と
な
る
。

凶

右
の
如
会
資
金
の
流
出
入
を
主
要
勘
定
の
勤
き
を
通
し
て
見
る
に
、
先
づ
対
政
府
関
係
に

於
て
は
悶
般
其
他
紅
券
が

-o、
阿

て
八
百
万
円
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
之
は
主
と
し
て

食
粗
証
券
及
び
復
興
金
融
債
券
の
預
金
・
捕
に
対
す
る
売
却
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
文
政
府
預

金
が
五
、

=τ
八
九
百
万
円
を
減
少
し
て
い
る
が
、
之
は
同
預
金
が
対
民
間
関
係
に
於
て
五
、

五
O
O百
万
円
の
受
超
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
対
日
本
銀
行
関
係
に
於
て
一

O
、
九

O
O百
万

日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

昭
和
二
十
阿
年
四
月
l
六
月

円
の
支
払
超
過
を
来
た
し
た
為
め
で
あ
る
。
か
〈
て
本
月
の
政
府
資
金
は
一
般
会
計
の
支
払

が
減
少
し
又
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
支
出
も
未
だ
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
為
め
食
糧
証

券
の
市
中
償
還
が
二
二
、

λ
0
0百
万
円
に
上
っ
た
に
も
拘
ら
ず
結
局
引
揚
超
過
を
み
る
に

至
っ
た
。
次
に
対
民
間
関
係
に
於
て
は
貸
出
金
が
九
、
六
一
一
百
万
円
を
期
加

し
て
い

る

が
、
」
之
は
農
林
中
央
金
庫
が
て
七

O
八
百
万
円
、
銀
行
が
八
、

λ
二
九
百
万
円
夫
々
増
加

し
た
結
果
で
あ
る
。
之
に
反
し
問
偵
其
他
証
券
は

一
四
、

一
一
一
一
七
百
万
円
を
減
じ
て
い
る

が
、
之
は
市
中
銀
行
の
社
債
興
業
債
券
買
入
の
為
め
に
す
る
そ
の
所
有
復
興
金
融
債
券
の
賀

入
が
一
、
二

0
=
一
百
万
円
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
閉
鎖
機
関
、
復
興
金
融
金
庫
等
に
対
す
る
食

糧
証
券
の
売
却
超
過
が
一
玉
、

一三
一
一
一
一
一
百
万
円
に
上
っ
た
結
泉
で
あ
る
。
被
っ
て
金
融
市
場

の
実
勢
と
し
て
は
前
述
の
如
く
対
民
間
関
係
の
勝
強
、
対
政
府
側
係
の
収
納
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
市
中
銀
行
の
預
金
地
加
二
二
、

O
三
五
百
万
円
に
対
し
そ
の
貸
出
増
加
三
三
、
二
七

四
百
万
円
と
五
月
の
一
一一倍
以
上
に
及
び
、
そ
の
不
足
資
金
を
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
金
に
仰

い
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
(
黒
崎
)

(
註
)
本
分
析
は
日
本
銀
行
が
政
府
及
び
民
間
と
直
接
取
引
す
る
段
階
に
於
け
る
両
者
の
金

額
を
算
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
対
政
府
関
係
を
通
じ
て
流
出
し
た
日
本
銀
行
券

が
民
聞
に
於
て
如
何
な
る
径
路
を
通
じ
て
日
本
銀
行
に
流
入
し
た
か
は
見
る
と
と
な

〈
、
唯
木
来
対
政
府
関
係
に
属
す
べ
き
も
の
に
し
て
形
式
的
に
対
民
間
関
係
に
現
わ
れ

た
も
の
〈
例
え
ば
農
林
中
央
金
庫
が
供
米
代
金
の
立
替
払
を
す
る
為
め
日
本
銀
行
よ
り

資
金
供
給
を
受
け
た
場
合
〉
或
は
本
来
対
民
間
関
係
に
属
す
べ
き
も
の
に
し
て
形
式
的

に
対
政
府
凶
係
に
現
れ
た
も
の
(
例
え
ば
預
金
部
に
於
け
る
郵
便
貯
金
等
の
増
減
、
復

興
企
臥
金
附
に
対
す
る
政
府
州
資
)
の
み
を
判
明
す
る
澗
固
に
於
て
相
互
に
移
換
し
て

来
た
。
然
る
に
最
近
本
来
政
・
肘
対
民
間
の
相
互
間
に
て
直
接
決
済
せ
ら
る
べ
き
も
の
で

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
聞
に
日
本
銀
行
が
介
在
す
る
為
め
対
政
府
関
係
の
膨
強
、
対

民
間
関
係
の
収
縮
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
金
額
が
増
大
し
て
来
た
。
即
、
具
体
的
に
は
市

中
所
有
食
糧
証
券
が
償
還
せ
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
資
金
を
以
て
直
ち
に
日
本
銀
行
よ
り

食
粗
証
券
の
買
入
れ
を
行
え
ば
、
之
は
食
概
証
券
の
借
替
と
全
〈
同

一
で
、
か
か
る
資

金
の
移
動
は
金
融
市
場
に
何
等
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
四
月
よ
り
此

の
金
額
を
対
政
府
関
係
の
膨
張
、
対
民
間
関
係
の
収
縮
原
因
よ
り
除
圭
す
る
こ
と
と
し

た。

r、
七


